
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

通信 ２７年８月号  

講演会「コミュニケーションや対人関係の 

苦手な中学・高校・大学生の社会参加や就労に 

向けたチャレンジについて」 

 

8月 22日(土)14:00～西部障害者福祉会館 502,503にて、キャリアサポートクラブ創

立1周年で、初めての講演会を開催しました。本人・保護者の体験発表に加え、福岡教育

大学教授 中山健先生の御講話でまとめていただきました。会員、スタッフを含め 51名

の参加者があり、盛会でした。合間にカフェスタイルでのドリップコーヒーの提供も行い

ました。講演会の様子について、ご紹介します。 

体験発表の第一部では、南九州大学の学生、保護者、学生支援室 専任カウンセラー(臨

床心理士)木下馨子先生がそれぞれの立場から、話してくださいました。4歳で診断を受け、

小中高と様々な支援を受けながら、保護者の愛情あふれる養育を受け、本人の前向きな姿

勢が培われたことが分かりました。 

本人は、身体のリフレッシュを工夫しながら 90 分間の講義を受け、学生生活を送って

いる様子や質問に答えて受験勉強のやり方等を話してくれました。お母様は、大学で受け

ている支援、進路決定に向けた悩みとその対応、コミュニケーションの苦手な本人のこと

ばを聞き逃さず、大切にして今があることを話してくださいました。 

木下先生は、入学前の 3 月上旬、入学生の「身体と心の相談室」から関わってくださっ

て、2，3 週に 1 回本人・保護者とミーティングして、状況を確認し、前期・後期と半期

毎に彼が受ける授業の担当教官全てに「お願い文書」を作成して配布していることを紹介

してくださいました。心がけていることとして、「お膳立てをしないように」と言われまし

た。「失敗は成功のもと」、ハプニングがあっても失敗をもとに考える、彼の独り言も才能？

と思っている、と話してくださいました。 

保護者、そしてキャリアサポートクラブの前身の神竜グループで一緒に活動していた当

事者から質疑がありました。「お母様のお話に親としての惜しみない愛情を感じ、心が震え

ました。」「ここまで丁寧な支援をしてくださる大学があるのだと驚きました。」等の感想を

いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 樋口 

大学の進路選択、学生生活 就労体験を通じて感じたこと 

 

親としての関わり 

 

☆ 第一部と第二部の合間のコーヒーブレイク ☆ 



第二部では、キャリアサポートクラブの会員 6 名の就労体験を通じて感じたことの発表

と、保護者 3名による親としての関わりの発表を行いました。 

 

 

 

C 

 

中山先生による御講話 

 

ピアノボランティアの映像と発表 

 

クリーニング店での体験の発表 

会員はみんな、大勢の前で話すことは苦手です。8

月 2 日に第 1 回のリハーサルを行い、それぞれ原稿

を作って、保護者やスタッフと相談しながら練習をし

てきました。 

特に Aさんは、これまで家族や教室の中でも聞こえ

る声で話すことが苦手でした。何度も原稿を書き直

し、講演会前々日の 20日に会場に来て、スタッフ、

保護者とリハーサルを行いました。「紙で顔が隠れる

よ」「もっと上向いて」等、写真を撮って本人に見せ

ながら練習した結果、Aさんは何も見ないで言えるよ

う、覚えてきました。時には笑顔を交え、分かりやす

い話し方で、カフェでの接客について「仮面をかぶっ

て、相手が求める姿に徹して演じきるように心がけま

した」と、自分の工夫を話すことができました。 

B さんは、毎月 1回、老人人ホームで行っているピ

アノ演奏ボランティアについて、映像を流しながら発

表しました。多くの人の前で弾くことは緊張するけれ

ど、喜んでもらえて自信ができたと話しました。 

C さんは、これまでの 4 社での就労体験をしました。そのうち、早朝からの 8日間

にわたる就労体験について、失敗したことや指導を受けたこと、それを受け入れて改善

しようとしたこと等について、発表しました。D さんは、この夏に 3 日間行ったクリ

ーニング店での体験について発表しました。E さん、Fさんは八幡図書館での体験につ

いてリレー発表を行いました。ドキドキがしながら頑張った発表でした。 

「一人一人のがんばりや取組が温かく、私もいっぱい見習おうと思いました。」「それぞれが自

分を見つめながら努力し続けている姿勢が何より素晴らしいと思いました。」「保護者の話を聞い

て感動し、温かい気持ちになりました。」等のご意見をいただきました。 

中山先生から、第一部について「大学で学ぶ」ことの選択肢、

独り言を聞くことで当事者を理解することができ「弱みが強みに

なる」とご助言をいただきました。第二部については、「自分の課

題をおさえながら体験していることがよく伝わり、自己分析がし

っかりできている」と評価してくださいました。また、子育ての

ステップとして「えらぶ→のぞむ→つかむ」を提案され、選択経

験の必要性や自己理解の重要性を話してくださいました。 

神田理事より 学校や家庭では得ることのできない社会での実体験『人に会う。話を聞く。仕事

を知る。体験をする。評価を受ける。』を経験したことで、自分の言葉で自信を持って内容を伝え

ることができました。主催者側の反省は、このような報告会に参加する経験が少ない会員たちに、

もう少し会の目的、会場の雰囲気や本人の役割、マナーを伝えておくべきだったと思います。楽

しみながら人と関わりを体験し、大人になっていく自分の将来をしっかりイメージして欲しいと

願っています。 

 

 


